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市政ひろば

　

う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

運
営
す
る
実
行
委
員
が
十
一
月

二
十
日
、
大
会
参
加
を
呼
び
か

け
る
案
内
状
の
発
送
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
委
員
二
十
五

人
が
南
淡
公
民
館

に
集
合
。
封
筒
に

案
内
状
と
申
込
書
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
添
え
、
約

六
千
通
を
準
備
し

ま
し
た
。

　

案
内
状
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会

参
加
者
宛
に
送
付
さ
れ
、
早
春
の

南
あ
わ
じ
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

行
財
政
運
営
の
改
革
に
つ
い
て

取
り
組
む
、
南
あ
わ
じ
市
行
財
政

改
革
審
議
会
（
秀
睦
雄
委
員
長
）

で
は
そ
の
方
策
を
提
言
書
と
し
て

ま
と
め
十
二
月
四
日
、
中
田
勝
久

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
は
平
成
十
八
年
二
月

市
長
の
委
嘱
を
受
け
発
足
、
三
月

十
五
日
に
は
南
あ
わ
じ
市
行
財
政

改
革
大
綱
に
つ
い
て
答
申
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
同
大
綱
の
具
体
的

な
実
施
計
画
や
、
今
後
の
行
財
政

改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
四
回

の
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

提
言
書
に
は
、
職
員
の
削
減
に

よ
る
効
率
化
と
窓
口
対
応
に
お
け

る
市
民
満
足
度
の
向
上
、
差
し

迫
っ
た
財
政
状
況
の
説
明
と
広

報
、
税
の
未
納
対
策
や
自
主
財
源

の
確
保
、
安
心
・
安
全
な
社
会
の

実
現
な
ど
十
六
項
目
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

提
言
を
受
け
た
市
で
は
項
目
ご

と
に
、適
正
な
数
値
目
標
を
設
定
。

再
度
同
審
議
会
で
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
南
あ
わ
じ
市
行
財
政
改
革

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

▲申込書を封入する委員の皆さん

　
（　

）
は
旧
所
属
。

健
康
福
祉
部
福
祉
課　

杉
本
年
美

（
総
務
部
総
務
課
付
育
児
休
業
、

12
月
１
日
付
）

◆
退
職
者

亀
井
ひ
ろ
み
（
健
康
福
祉
部
福
祉

課
、
12
月
５
日
付
）、
原
田
と
も

子
（
健
康
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
、

12
月
31
日
付
）

人　
事　
異　
動

行
財
政
改
革
審
議
会
が
提
言

効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を

▲中田市長に提言書を提出する秀委員長（左）と
　谷本肇副委員長（中央）
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山
口
貴た

か

ゆ

き千
さ
ん
か
ら
寄
付

早
春
の
南
淡
路
を
駆
け
抜
け
よ
う

　
　
　
淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
ラ
ン
ナ
ー
募
集

▽
開
催
日　

２
月
25
日
（
日
）
雨

天
決
行

▽
コ
ー
ス　

南
淡
路
う
ず
し
お
ラ

イ
ン
（
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公

認
コ
ー
ス
）。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
は
福
良
小
学
校

▽
ゲ
ス
ト　

松
野
明
美
さ
ん
（
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
）

▽
種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10

㎞
、
５
㎞
、
２
㎞
。
陸
連
登
録

者
、
性
別
、
年
齢
等
で
部
門
分

け
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
幼
児

３
歳
以
上
）
も
あ
り

▽
参
加
費　

一
般
３
千
円
、
高
校

生
以
下
２
千
円
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

３
千
円
（
２
人
目
か
ら
千
円
）。

記
念
品
、
傷
害
保
険
料
を
含
む

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
等
に
備
付
の
申
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
郵

便
局
ま
た
は
大
会
事
務
局
へ

▽
申
込
期
限　

１
月
15
日
（
月
）

問
大
会
事
務
局
☎
53
・
１
２
１
２

（
西
淡
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
た
方
々
に

対
し
て
、
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
10
月
２
日
か
ら
31
日

ま
で
の
１
か
月
間
、
市
役
所
総
合

窓
口
、
各
課
、
出
張
所
な
ど
43
か

所
の
窓
口
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と

回
答
箱
を
設
置
、
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
利
用
し
て
意
見
を
聴
取

し
ま
し
た
。

　

調
査
は
職
員
の
対
応
、
説
明
の

仕
方
、
窓
口
の
環
境
や
雰
囲
気
、

所
要
時
間
な
ど
９
項
目
に
つ
い
て

尋
ね
、「
良
い
」「
や
や
良
い
」「
や

や
悪
い
」「
悪
い
」
の
４
段
階
評

価
と
直
接
意
見
を
記
入
い
た
だ
く

自
由
記
述
欄
を
設
け
ま
し
た
。

　

回
答
総
数
は
１
７
８
１
件
と
多

く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
集
計
結
果
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

結
果
の
概
要

　

今
回
調
査
の
総
合
満
足
度（「
良

い
」
と
「
や
や
良
い
」
の
合
計
）

は
約
96
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

内
「
職
員
の
身
だ
し
な
み
」
と
「
言

葉
づ
か
い
」
で
は
満
足
度
約
98
％

と
高
い
評
価
で
し
た
。

　

一
方
で「
窓
口
へ
の
案
内
表
示
」

で
は
満
足
度
約
93
％
と
や
や
低
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

自
由
意
見

　

自
由
記
述
に
は
全
体
の
約

14
％
、
延
べ
２
５
５
件
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
項
目
別
で

は
、
職
員
の
態
度
81
件
、
窓
口
へ

の
意
見
66
件
、
そ
の
他
事
務
事
業

全
般
に
つ
い
て
要
望
等
が
あ
り
ま

し
た
。

　

職
員
の
態
度
で
は
約
７
割
が
肯

定
的
意
見
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
声
が
小
さ
い
」「
あ
い
さ
つ
が
遅

い
」
な
ど
接
遇
面
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
窓
口
環
境
や
雰

囲
気
に
つ
い
て
は
、
案
内
表
示
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
の

指
摘
が
あ
り
、「
接
遇
研
修
を
受

け
る
べ
き
」「
も
っ
と
真
剣
に
」「
他

部
署
へ
の
問
合
せ
に
時
間
が
か
か 人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

交
流
を
通
し
て
人
権
を
学
ぶ

　
案 

内 

状 

６ 

千 

通 

を 

発 

送

　

南
あ
わ
じ
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
６
が
十
二
月
十
日
、

三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ひ
ろ
げ
よ
う　

こ
こ
ろ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
間

関
係
の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て

も
ら
う
た
め
の
催
し
が
多
彩
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
の
文
化
や
風
習
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、
多
国
籍
料
理
や
国

際
交
流
協
会
に
よ
る
民
俗
衣
装
の

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多

国
籍
料
理
で
は
韓
国
と
台
湾
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
、
日
本
の
郷
土
料
理
が

並
び
、
参
加
者
は
食
や
文
化
の
違

い
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ア
カ
ペ
ラ
グ

ル
ー
プ
「
パ
イ
ロ
ン
」
が
奏
で
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
鑑
賞
、
最
後
の
歌

で
は
参
加
者
全
員
が
合
唱
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
人
権
作
文
の

表
彰
式
で
は
受
賞
者
五
人
に
よ
る

朗
読
が
あ
り
、
心
に
響
く
作
品
が

紹
介
さ
れ
、
人
権
感
覚
が
培
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
き
ら
ら
作

業
所
の
バ
ザ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
、
延
べ
六
百
人
が
交
流
し
ま
し

た
。

▲韓国の民俗衣装体験コーナー

る
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
合
併

後
市
役
所
と
な
っ
て
初
め
て
の
取

組
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

調
査
結
果
や
頂
い
た
ご
意
見
を
基

に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
課
題
や
問
題
点
を
整

理
・
検
討
す
る
と
と
も
に
取
組
み

可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
施
し
て

満
足
度
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

　

ま
た
、
次
年
度
以
降
も
継
続
的

に
実
施
し
、
市
民
満
足
度
の
高
い

行
政
運
営
の
基
礎
資
料
と
し
ま

す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
し

い
結
果
は
、
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.city.

m
in
am
iaw
aji.h

yo
go
.jp
/

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　

保
護
司
と
し
て
三
十
年
間
活
躍

さ
れ
、
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
し
た
山
口
貴
千
さ
ん
（
八

木
）
が
、
南
あ
わ
じ
市
に
「
福
祉

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
百
万

円
の
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
四
日
、
寄
付
金
を

手
渡
さ
れ
た
中
田
市
長
は
「
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
、
併
せ
て
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

▲中田市長に寄付金を手渡す山口さん（左）

 

ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
と
地

域
で
子
ど
も
を
見
守
る
意
識
を
育

も
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員

会
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
、
自
治
会
等
を
通
じ
て

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
小
学
校
区
ご
と

に
作
成
さ
れ
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の
Ａ

２
版
サ
イ
ズ
。
地
元
の
小
学
生
の

写
真
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し

た
人
権
標
語
も
数
点
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
権
教
育
課
で
は
「
地
元
の
子

ど
も
の
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

地
域
で
子
ど
も
を
守
り
、
育
て
る

▲ふれあいカレンダー

こ
と
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

人
権
教
育
課
（
☎
37
・
３
０
１
９
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


